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村田 けい子です
みなさんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。フェイスブックやっています。
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9月議会より

【 一般質問 】 ９月９日（月） １０：００～

１、中島健男議員
①『小中統合一貫教育』を検討しては
②『福祉避難所』の設置について

２、今井清 議員
① 立科町の防災対策について
②健康寿命を延ばすために

３、中村茂弘 議員 13：30～
① 景観条例について
② 屋外広告物条例について
③ 遊休町有地の現状は

４、 田中三江議員
・ 公共交通について

５、 瀧澤壽美雄議員
・ 白樺高原地域整備計画について

◎９月１０日（火）】 １０：００～
６、村田桂子 議員
① 町長の政治姿勢を問う
②索道事業について
③交通政策について

７、芝間教男議員
・防災訓練のあり方について

８今井英昭議員
①立科町第 5 次振興計画後期基本計画策定の
基本方針について

②循環型社会とＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
推進の取り組みは

９榎本真弓議員
①義務教育期間の通学費について
②公共施設等総合管理計画・個別施設計画の
策定について
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＊９人の議員が質問します。傍聴においでください。
ライブ中継も行われます。ぜひご覧ください。

【全員協議会より】

長野県第6区の高等学校校長会において、1ク
ラス削ることを受け入れた蓼科高校。その言動
に衝撃が走り、蓼科高等学校教育振興協議会
（会長 両角正芳）「蓼科高校の入学者募集定員
を3クラス120名の堅持を」と要望書を9月11日に
提出予定であると報告を受けました。同振興協
議会は同窓会長・立科町長・佐久市長だけでな
く長和町・上田市長など関係首長、立科町正副
議長・2つの常任委員長、また3区選出の県会議
員も名を連ねる幅広い団体です。

要望書の中では、蓼科高校がいかに地域に根
差した大切な高校であるかだけでなく、「蓼科
学」や進学コースなどきめ細かな特色ある教育
で長野県で唯一「キャリア教育優良学校」とし
て「文部科学大臣賞表彰」を受けたこと、また、
町が通学バス運行や公設塾「ポプラアカデ
ミー」の開設、生活指導支援員の派遣、町より
数学の常勤講師の配置、数学における中高連携
授業の実施など、町を挙げて支援していること
をうたい、「多様な学びの仕組みの整備充実の
一翼を担う高校」として「現状維持の120人3ク
ラス維持がぜひ必要であると考え、ここに強く
要望する次第です」としています。
定数減は廃校への一里塚。運動で跳ね返しま
しょう。

「蓼科高校の募集定員を減らさないで」
9月11日に県教委に要望書提出の予定

晴れた野原では、このところシラサギが多く
みられるようになりました。農薬の使用などが
減っているのでしょう。田んぼのカエルやザリ
ガニなどをついばんでいるのでしょうか。豊か
な自然のシンボルですね。



信濃毎日新聞9月4日の一面トッ
プに、また5日付29面にも大きく取
り上げられていました。

またテレビでもニュースで取り上
げられました。

また立科町の読者さんから ８月
６日の夕方、上田市腰越でオスプ
レイではないかとの目撃情報が寄
せられました。（下の写真）

勝手気ままな飛行を許すな！5月30日夕方5：30頃 米軍輸送機C130 2機が佐久
地域上空で飛行、共産党佐久市議団が高度測定の専門家に依頼。低空飛行が証明されました。

（日刊 あかはた 9月5日付）

このところ、米軍機の飛来が頻繁に行われ、しかも事前
通告もなく、住宅地上空を低空で飛行する様子は、まさに
傍若無人！轟音をまき散らし、「落ちるのではないか」と
の恐怖を感じるほどであったと目撃者が証言しています。
日本の航空法に違反するだけでなく、日米での「市街地

上空では地上300m以上」という合意に違反していることが
はっきりしました。
これからは、各地で観測したら直ちに情報を集め、共有

する仕組みを市民と行政とが一緒に監視する体制を作らな
ければと考えています。
佐久市ではちょうど柳田市長や危機管理部長・議員が目

撃し、市長も情報提供を呼びかけ「市民が恐怖を感じた事実
はある。恐怖を感じるような飛行はやめてほしい。」としている。
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